
は
相
当
に
住
ん
で
い
た
よ

う
で
、
此
の
伊
東
彦
四
郎

翁
章
子
の
壁
唱
で
、
句
碑

建
立
の
こ
と
が
進
み
高
田

の
向
栴
耐
と
云
う
俳
人
の

筆
に
依
っ
て
出
来
上
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

少
く
と
も
朝
日
町
の
文
化
人
の
手
に
よ
っ

て
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第 12 号
編集報発行人

朝日町役場内

九 旦道 守

印刷所間越印刷

宮崎博物鎗所曜の原本

昭和31年 8月15日発行

{I 

{I 

会

・{:-( 

Eる

旬
帥
仰
の
傍
に
、
誰
が
航
え
た
か
柿
の
木
の

一
本
が
興
離
を
添
え
て
ど
。
。

主〉

E手

!} 

刊、
＆吋

写真は

暑
中
御
見
舞

申
上
げ
ま
す

川
僻
と
し
て
は
時
代
的

に
古
い
も
の
で
あ
り
、
而

も
形
に
於
て
も
他
に
如
右

昭
和
三
十
一
年
雄
夏

朝

日

町

長

金

森

目
見
な
い
巨
大
な
自
然
行
で
以
て
挫
て
ら
れ

－
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
明
日
町
の
持
つ
芭
捕

の
遺
蹟
と
し
て
将
来
へ
の
保
存
顕
影
が
、

る
の
だ
が
、

一
家
に
遊
女
も
ね
た
り
棋
と
月

の
一
旬
を
苔
ぎ
と
Y
め
て
い
る
。

ひ

一疋
屋
敷

の

吟

『
芭
蕉

の
句
碑
』

{.{ 

{I 

〈ヱ

〈ヌ

会

「
オ
イ
、
水
あ
ベ
に
ゆ
く
ぞ
」

「
ヨ
ウ
イ
l
、
海
水
浴
に
ゆ
か
ん
か
ヅ
」
と
、
暑

い
夏
の
院
が
照
り
つ
け
る
頃
と
も
な
け
ば
、
暑
さ
を
避
け
て
、
大
人
も
子
供
も
、
そ

れ
ふ
＼
思
い
思
い
の
海
辺
へ
つ
れ
立
つ
．て
、
則
せ
ず
し
て
、
あ
の
浜
も
此
の
浜
も
大

篠
況
。

市
販
の
宿
を
出
た
芭
蕉
の

一
行
は、

泊
、
入
峠
引
け
を
続
て
黒
部
凶
十
八
ケ
瀬
（
m
一…

部
川
）
を
波
っ
て
梅
悌
沿
い
に
掛
川
に
泊

っ
た
。翌
十
四
日
は
宮
山
に
寄
ら
な
い
で
氷
見

へ
行
こ
4
と
し
た
が
、
止
め
て
高
岡
へ
行

っ
て
宿
っ
て
い
る
。
M
H

奥
の
細
道
M
H

に
従

え
ば
、

加
賀
の
国
に
入
る
と
て
、

わ
せ
の
喬
や
分
入
右
は
有
磁
海

、
と
詠
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
何
時
が
、
泊
の
旧
地

元
畳
敷
に
控
て
ら
れ
て
し
る
と
こ
ろ
に
、

枚
々
制
七
民
は
深
い
山
広
た
ひ
か
れ
る
。

さ
若 での年年度 て然とあ っ立自 L道そ般る
じ七あが以三に芭い 石 、り わる つ司然 、かの斉f）と笹
て月つ、illi月わ蕉るに 実 そせ。て石芭ら部議、）Ii 
い十三彼：二たは。深に礎の いの蕉旧 務に f向の
とtニー の；十つ五 く負担 香 る大の圃 の入の木
M 日 生 ：七て十 刻舗や のさF句ー中る ｜口橋
越（涯；日 j市ー みな分 がな碑枚火の 地を
後間 の興：を才 こサ：入 自碑、へにだ、東
路間 1 :.H ：試の まが右 に石而だ、が 元へ
の）ち旅：み生 れ自は うがも て It~ 、 昆波
長市で行 た濫
い版 もにがの
旅の晩出 、う
を宿 年か二元ち
Eに のけ六椅
ね到 旅た七二数

て附 いと猿（親
、て此る：1~1 は市不
伊たの 。つ親綴知
妙一iii て不）の E寄川i民ど レ
芸s~争1 j民 、安ll の峨語塑吋’＂＇~
りi，この ·m の闘を．三と翠毘均 •：·
の拙特j 版峨 に 超 ：、逼宮L午~型
途 1灸で‘ はで着え 露呈.＂：：！＼増幅
.I：の il'I 越以いて 従事量~：·：：－古刷
に遊つ 中 てた越~ ム峻苅
あ女た の越 と中爵伸、低ち
るが自 制中あの 九九担込.-::i：；・¢
こ泊 ~ 内とる｜誕百F
とりは とのが－
k合 一 し境、ぶ
知せIUI て界芭り

写真は元屋敷の芭駕の句碑

郷土 写真 風物 詩

j谷＼＼

あ

水

ロ
寸

＼＼＼：毎

E手

-tr 

トT
－、r

工〉

工〉

12 第

文
化
女
政
の
頃
の
伊
東
彦
四
郎
翁

（三一

位
組
の
十
村
役
）

は
当
時
党
子
と
号
し
て

俳
句
に
深
い
附
撒
を
持
っ
て
陪
ら
れ
た
こ

と
は
加
賀
の
千
代
尼
と
の
応
答
の
句
が
、

今
日
伊
東
家
に
遣
っ
て
レ
る
こ
と
で
も
よ

く
わ
か
る
こ
と
で
、

当
時
泊
町
に
は
俳
人

ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
や
、
ハ
デ
な
海
水
着
が
海
辺
を
彩
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
赤
銅
色

に
ス
ツ
カ
リ
そ
ま
っ
た
子
等
は
目
の
玉
引
け
を
く
る
／
＼
元
試
そ
う
に
、
河
出川
等
は

賭
々
と
し
・
壬
加
水
浴
に
余
念
は
な
い
。

夕
陽
阿
に
傾
〈
頃
漸
く
海
辺
は
静
か
に
自
然
の
税
制
に
帰
る
：

：
・－
j
i－－。

、、l
J

e－－－ 
，，E
‘、
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笹
川
保
育
所
開
所
式

戸
籍
事
務
監
査

町
議
会
全
体
協
誠
会

大
家
庇
保
育
所
開
所

式宮
崎
自
然
博
物
舘
開

館
式
町
議
会
総
務
委
員
会

町
議
会
建
設
萎
員
会

管
内
水
議
視
察

会
計
検
査

町政ふ日誌

－ 0九七六二一一
日

二
三
日

二
四
日

ひさあEコ
τゴ12 第

一
一五
日

二
六
日

六回一 八七
O七
日日

町
議
会
議
日目
補
欠
選
挙
選
挙
会

支
所
一戸
籍
事
務
打
合
会

消
防
分
団
長
会
議

町
議
会
総
務
委
員
会

定
例
町
議
会

乳
幼
児
選
彰
会

日日日 月日

回四第

富山県高校生教育キャンプ

於上若狭キャンプ地

．七月二十六日～二十九日まで三泊四日

問。恒例の第四国教育キャンプカ行わ

れた。

商
業
統
計
調
査
集
合
審
査
会

職
員
研
修
会
戸
第
五
日
）

消
防
分
団
長
会
議

戸
籍
事
務
研
究
会

行
政
区
画
特
別
委
員
会

・
13

・

7
ll・－

－

－

一
生
や
同
僚
凹
、
五
人
と
漏
水
浴
に
出
か
け

一
学
一
変
一
夏
一
定
一

り

一

一
法
瀬
に
遊
戯
中
高
学
年
生
徒
い
か
ボ
l
ト
で

「
l
L
h
H「
1
・

Ln「
1
1・

一
沖
に
出
た
あ
と
繋
留
中
の
撫
船
附
一
地
で
迎

会
小
司
J

詮
F
a

c
民

）

一
ん
で
い
た
が
、

午
後
か
ら
の
潮
流
の
関
係

は川

J

幽
一
手
ザ
ヨ
作
防

フ

一

ふ
牛
R
l
必
｛プ
十
生

H
U月
v

a

一
と
波
の
為
繋
山
間
中
の
艇
が
急
に
後
尾
が
角

今
直
来
上
東
中
学
の
大
事
献
を
初
め
と
し

一
度
を
変
え
た
た
め
そ
の
間
際
に
よ
り
後
間

て
臨
指
教
育
に
於
け
る
犠
牧
者
が
県
内
各

一部
を
強
打
し
水
中
に
枕
挫
し
た
が
当
時
は

地
に
発
生
す
る
折
帆
朝
日
町
佐
械
の
各
学
一
小
さ
い
子
供
の
み
残
到
し
て
し
た
た
め
そ

校
や
部
落
Y
T
A
に
於
け
る
夏
期
行
事
は
一
の
子
供
連
は
救
助
す
る
法
を
知
ら
ず
直
に

時
節
軌
殆
ど
海
を
避
け
近
接
山
村
附
近
へ

一学
校
に
駈
け
つ
け
在
校
中
の
先
生
仁
告
げ

の
林
間
学
校
や
ハ
イ
キ
シ
グ
等
の
行
事
が

一
急
報
で
先
生
が
洛
に
駈
け
つ
け
た
時
は
了

盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
境
小
学
校
大

一度
沈
潜
し
た
身
が
宵
上
っ
た
所
で
あ
っ
た

平
分
校
の
如
き
は
八
月
上
旬
以
来
泊
小
川
手
一
駈
け
つ
け
た
先
生
や
村
人
達
の
手
に
よ

校
六
年
五
年
四
年
生
約
二
一
百
五
十
名
は
各

一
っ
て
水
を
吐
か
せ
人
工
呼
肢
を
実
施
し
急

学
年
失

一
泊
二
日
の
準

内
イ
キ
ン
グ
を
突
一
越
駈
付
つ
け
た
医
師
の
手
当
も
甲
斐
な
く

施
し
た
が
、
数
日
間
は
大
平
村
は
時
な
ら
一
死
亡
し
た
こ
れ
は
転
日
町
に
於
け
る
本
年

ぬ
賑
わ
レ
を
見
せ
た
尚
臨
川
小
学
校
を
中

一初
め
て
の
水
の
犠
特
者
で
あ
る
が
学
校
や

心
に
岡
村
の
自
家
発
覧
耐
の
見
学
や
正
覚

一
関
係
当
問
者
か
ら
幼
今
者
等
の
水
称
に
は

寺
陸
闘
や
遠
く
は
七
量
的
の
見
学い
や
が
刺

一
必
ず
父
兄
や
高
年
者
の
附
添
や
見
政
り
を

日
町
部
…

m
r
r
A
の
早
起
会
の
行
事
と
し
一
熱川出
品し
て
レ
る
。

し
い
付
州
制
れ
い
け
叫
白
川
川
山
一境
中
学
校
県
体
派
遣

な
ど
が
あ
り
阿
空
中
心
に
附
辺
一
日

一
後

援

会

結

成

林
間
教
育
の
肝
泊
地
と
し
て
附
日
さ
れ
つ

一一

来
る
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
行

L
あ
る
。

一
わ
れ
る
県
体
へ
、

生
徒
数
の
非
鮒
に
少
し

朝

日

町

初

の

一
位
ー
中
学
校
か
ら
、
野
球
、
臨

ι、
卓
球
一
と

毎

乃

義

性

者

一
実
に
二
十
一二
名
の
大
宣
言
手
を
送
る
と

f
、
佐
r
H
T
二寸

－
と
に
な
っ
た
。
地
元
、
境
中
学
校
々
下
で

七
月
十
四
日
午
後

一
時
制
日
町
民
広
川

は、

y
T
A
伝
辿
会
長
を
後
援
合
長
に
、

新
こ
さ
ん
の
長
必
需
行
引
坑
小
学
校
二
」
て
全
校
一卜
よ
、
り
貸
合
・万
ン
パ

を
行
っ
て
、
病

生
は
放
課
後
照
司
直
良
を
料
え
五
、
六
年
一
退
平
安
激
励
す
る
一
こ
と
L
な
う
た
。

’此のキャンブは朝日町の馬握クラブと

県教委が 主催するもので、文tm省の指
定キャンプ地、山崎上若狭（小ハl:Jt湯

上流〉で千守われた。

参加者は県下各高校生代表三 十二名で

有意義にその日程i'.を終了した。 落事
成票
開惇
舘答
式

一忘
れ
な
い
で
申
告
を

基
本
選
挙
人
名
簿
鯛
製

今
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
さ
れ
る
基

昨
年
来
落
成
し
て
、
そ
の
後

一
本
選
挙
人
名
部
は
昭
和
三
十
－
年
十
二
月

展
示
資
料
の
し
ゅ
4
集
や
展
示

一
二
十
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
九

が
斯
く
出
来
上
っ
た
の
で
、
制

一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
各
種
の
選
挙
に

日
町
で
は
去
る
七
月
二
十
一
日
一
用
い
ら
れ
ま
す
が
選
挙
権
の
行
使
に
つ
い

一
て
は
ど
の
名
郡
に
笠
録
さ
れ
て
レ
な
け
れ

県
教
委
、
教
育
長
、
社
会
教
育

一

。

一
t
な
り
ま
せ
ん
。

課
長
等
の
臨
席
を
得
て
、
町
議

一
こ
の
名
簿
の
調
製
に
つ
き
ま
し
て
は
従
前

会
議
員
そ
の
他
関
係
者
参
列
の
一
よ
り
有
資
格
者
の
方
よ
り
申
告
を
戴
い
て

も
と
、

午
前
九
時
よ
り
盛
大
に

一
そ
れ
を
基
艇
と
し
て
作
成
し
て
お
り
ま
す

落
成
開
館
式
を
挙
行
し
た
。

一
の
で
今
年
も
九
月
十
日
頃
ま
で
に
町
内
会

－
長
を
通
じ
て
・
申
告
書
用
紙
を
配
付
い
た
し

宮
崎
自
然
問
物
館
資
糸
舘
の
一一
ま
す
か
ら
有
資
格
者
は
漏
れ
な
く
記
入
し

落
成
と
共
に
一
般
参
観
者
は
迎

て
申
告
し
て
下
さ
レ
選
挙
資
格
に
つ
い
て

日
絶
え
な
レ
盛
況
を
き
わ
め
て

－
は
申
告
用
紙
に
添
歯
し
て
あ
り
ま
す
。

い
る
。現
在
展
示
し
て
あ
る
資
料
は

一

1
1

1
6
l
i
l
i－－

笹
山
精
藍
魚
類
、
持
物
舘
械
的

一

末

上

作

左

ェ

門

氏

当

選

に
槙
息
す
い
Q

鳥
類
が
主
た
る
も

一

町

議

会

議

員

補

欠

選

挙

の
で
あ
る

一
朝
日
町
議
会
議
員
根
建
義
躍
氏
退
職
に
よ

一
り
七
月
二
十
五
日
そ
の
補
欠
選
挙
を
行
わ

一
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
無
競
争
に
て
大

一
平
百
六
拾
五
番
地
の
二
、

米
上
作
左
エ
門

一
氏
が
当
選
し
た
。

〈
写
真
〉
右左

資
料
器
全
景

展

示

室

（写真はキャンブの状況）



世
界
の
平
和
目
ざ
し
て
開
幕
の
第
四
回
全
日
本

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
会
に
下
新
川
第
二
隊
参
加

八
月
三
日
よ
り
七
日
迄
、

長
野
県
浅
間
一
に
、
下
新
川
第
二
隊
（
隊
長
、
村
口
隆
造

山

？
っ
く
で
行
わ
れ
た
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
一
以
下
一一
一十
三
名
〉
が
参
加
、
は
る
ば
る
外

t
t
t
i
t
t
t
t
t
r－
t
t
f
f
，hf
t
，51
5
4
1
f
t
t
p｝
〉
E
f
I
t－－、
i
t

天
候
順
調
、
米
の
牧
穫

一
朝
日
町
畜
産
振
興
会

昨
年
を
上
回
る
？

一

八
月
事
業

天
候
川
向
、
ι
、
病
虫
害
対
策
等
が
、
豊

一＠
十
七
日
養
豚
講
習
会

家
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
適
当
に
行
わ
れ

一

午
后
二
時

て
、
今
年
支
大
製
作
の
兆
候
が
認
め
ち
れ

一

場
折
小
川
小
下
山
茂

る
。
八
日
十
四
日
現
花
の
予
約
申
込
査
は
昨
恥
同
十
町
（

um－－

三
万
阿
千
百
阿
十
九
訂
二
斗
で
、
制
当
舟

1
1
1
1
4｛

を
上
阿
る
こ
と
、
一
四
、

一
%
の
好
成
績

＠
二
十
二
日

諜
鶏
削
脊
制
調
会

で
あ
る
。
こ
れ
は
映
作
を
予
想
し
て
の
上
午
后
二
時

に
、
農
家
の
供
出
窓
慾
が
こ
ι
J路

し

て

来

場

所

桜

町

保
育
所

た
こ
と
L
相
ま
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一

講
’
削
県
購
連
杉
浦
技
師

昭和31年 8月15日発行

昭和31年度産米予約申込成績表

ひさ

産業課
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(8月10日現布）
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I~ 区名｜予約数量 呼専属害事寝室
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泊 I2・s2 1. 2 I 2・27 4. 8 ! 1 1 1-1 
併川 I 5 o 3. 2 I J 
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山 崎 ・ 4 s. 0 11 j 

境 i 6 4. 8 .I 4 2・8J 

I 2 s・93 2・4I 1 1 4. 1 3 4. 1 4 9. 2 計合

・
陀
峨
炉
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－－
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1
r
f
w
管
制
品

－

W
E
L
Z
M弛

尚
大
会
中
行
わ
れ
た
競
技
問
自
中

芸
術
作
品
コ
シ
ク
ー
ル

第
三
位

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

第

五

位

と
一
広
う
好
成
績
を
収
め
た
。

第
四
回
全
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
会
民

参
加
し
て
U
隊
長
村
口
一睡
造

1

自
般
た
な
び
く
浅
間
山
を
眼
前
に
し
て

第
二
回
朝
日
町
地
区
対
抗

排
球
大
会
開
催

3
る

八
月
五
月
炎
天
下
、
朝
日
町
体
育
協
会

主
催
、
第
＝
聞
朝
日
町
地
区
対
抗
排
球
大

会
が
、
大
家
庄
小
学
校
校
庭
で
男
子
九
チ

ー
ム
、
女
子
一

O
チ
l
ム
怠
加
、
熱
戦
が

展
開
さ
れ
、
離
職
の
末
、
四
時
半
鹿
会
慢

に
終
了
し
た
。
な
お
大
家
庄
は
、
全
国
的

に
有
名
な
、
排
球
地
区
だ
け
に、

部
落
別

に
、
中
年
婦
人
の
三
チ
1
ム
も
参
加
が
あ

り
、
校
日
を
ひ
い
た
。

。
成
績
男
子
優
勝
泊
三
区
チ
l
ム

企

次

勝

大

家

庄
A
A

チ
1
ム

女
子
悩
勝
泊
三
区
チ
l
ム

全

次
勝
陶
保
テ
1
ム

デ
内
明
。
ふ

t・9

噌

・
2
司

mu

“．
 

」

π

両
越
相
撲
大
会
開
催

3
る

八
月
一
日
、
朝
日
町
桜
町
商
工
会
主
催

第
五
四
阿
越
相
撲
大
会
は
、
新
潟
県
、
寓

山
県
、
中
、

高
等
学
生
、

一
般
選
手
多
数

参
加
の
も
と
、
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

成
績
左
の
通
り

O
中
学
の
部

優
勝
糸
魚
川
中
学
校
チ
！
ム

次
勝
舟
見
中
学
校
チ
1
ム

。
高
校
の
部

催
勝
能
生
水
産
高
校
チ
ー
ム

次
勝
糸
魚
川
高
校
チ
1
ム

。
一
般
の
部

優

勝

糸

魚
川
チ
！
ム

次
勝
入
普
チ
l
ム

朝
日
町
中
央
閃
書
館

若
い
人
の
為
の
宗
教
諭
。
魔
法
医
師
ニ
コ

ラ
。
宮
沢
賢
治
・
日
本
国
民
文
学
全
集
・

湯
川
秀
樹
選
集
。
関
説
世
界
史
．
天
文
気

象
図
説
。
中
問
料
盟
。
西
洋
料
頭
。
献
立

料
園
。
松
本
情
強
、
照
魔
鏡
。
南
博
、
乱

散。

広
田
栄
太
郎
、
期
路
辞
典
。
宇
宙
脂
－

ガ
リ
レ
オ
。
少
年
火
鳳
揮
険
隊
。
子
母
沢
－

U
以
下
次
頁
の
後
段
へ
つ
ど
く
H

3 
7 



(4) 

し
て
蒔
い
て
下
さ
い
。
風
呂
漫
法
で
す
。

風
呂
溺
の
温
度
を
摂
氏
四
五
度
に
し
て
愛

の
簡
子
を
入
れ
翌
朝
風
呂
か
ら
取
り
出
す

こ
と
で
あ
る
、
訪
の
温
度
が
毎
朝
＝
一
度
位

宛
下
る
こ
と
が
良
い
の
で
m
m朝
は
三
十
二

度
で
結
桝
で
あ
る
。
風
日
か
ら
出
し
た
ら

日
践
で
干
し
て
下
さ
い
。

今
月
の
農
事
メ
モ

稲
作
の
管
理

農
家
の
努
力
と
天
候
と
相
侠
て
今
年
も

鹿
児
作
の
声
が
あ
句
ま
す
ね
、
ま
だ
安
心
出

来
ま
せ
ん
。

最
後
の
五
分
間
で
十
細
心
の

注
意
と
努
力
で
一
升
で
も
多
く
牧
最
を
上

二
毛
作
田
は
今
年
は
殆
ど
葉
い
も
ち
病

の
被
需
を
受
け
て
い
る
か
ら
穂
首
い
も
ち

病
に
か
け
な
い
棟
特
に
注
意
し
て
頂
き
度

い
。
跡
閉
が
出
聴
す
る
時
に
必
ず
セ

νサ

シ
石
灰
反
尚
一
三
キ
ロ
露
の
無
い
と
き
に
撒

粉
し
て
下
さ
レ
。
白
穂
が
出
た
ら
も
4
速

い
で
す
。

昭和31年8月15日発行

由
契
の
栽
培

定
植
は
苗
が
本

業
五

1
六
枚
の

げ
て
下
さ
レ
。
さ

て

そ

れ

は

一

＠

来

年

度

の

種

子

確

主

き

が

適

期

で

①

倒

伏

の

害

一

保

あ

る

か

ら

出

来

主
と
し
て
風
雨
の
害
で
す
が
原
閃
は
窒

一
・

来

年

度

の

種

子

は

今

る

限

内

早

く

定

素
過
多
で
す
。
出
穂
後
二
押
間
以
内
に
倒

一
か
ら
心
醍
し
て
下
さ

↓

植
し
て
下
さ
い

伏
す
る
と
減
政
は
著
し
い
も
の
で
す
。

一
ぃ
．
ま
ず
品
種
で
す

＼
ム

但

し
雨
降
り
に

傾
穏
期
以
降
の
倒
伏
は
比
較
的
撃
が

一
宮
山
県
誘
ロ
m
障

を

〕

陸

作

り

定

植

は

少
な
い
が
、
穂
発
芽
に
よ
る
米
質
の
低
下

一
多
〈
改
廃
し
ま
し
た

、宮

駅
周
で
す
ね
、

一

新

し

く

取

り

上

げ

を

必

ず

天

気

の

良

一
れ
れ
し
て
は

一
た

も

の

は

既

に

承

知

ぬ

い

日

で

す

。

定

利
根
本
対
策
と
し
て
は
施
肥
の
ふ
H

阻
化

一
で
す
が
念
の
為
も
う

い

植

の
時
聞
は
午

で
あ
る
か
ら
来
年
の
稲
作
で
改
沖
し
て

R

－Z上
げ

手

。

昆

後

一

一

一

時

前

後

で

ど
の
で
あ
る

o

J

T
ウ

ネ

ン

ワ

セ

一

瞬

あ

っ

て

欲

し

い

2
2二
十
日
以
内
に
倒
伏
し
た
も
の

一
名

か

ら

手

Z
で

踏

も

の

で

す

。

根

は
稲
一
株
問
、t
五
株
寄
せ
て
結
束
し
株
起
し

一
寸
が
で
c
ん
如
何
で

臨

酬

を

出

来

る

だ

け

一
せ

ぅ

、

地

力

の

良

い

園

理

傷

つ

け

な

い

様

す
る
こ
と
牧
量
が
株
起
し
を
行
わ
な
い
も

一

1
F

の
と
比
較
す
る
と
約
一
割
の
増
取
と
な
る

一一回
で
は
哨
牧
致
し
き
す
。

一
丁
寧
に
揃
え
て
下
さ
い
一
坪
に
拾
株
を
目

出
穂
後
二
十
日
以
後
の
も
の
市
市
の
尽
例
町
民
ザ
石
仰
の
代
り
で
す
。
秋
落
一
概
イ
七
？
八
株
で
も
結
構
で
す
。
施
肥
に

放
任
す
る
。
結
束
す
る
と
牧
呈
カ
反
つ

一

一
っ
し
て
ま
七
月
二
十
日
の
標
準
で
す
坪
当

て
減
牧
と
な
る
。

一地
帯
で
イ
モ
チ
捕
に
か
け
な
い
慌
に
す
れ

一
り
堆
肥
コ
メ
下
肥
一
メ
灰
二
一
白
匁
を
元
肥

一ば
刑
枚
数
し
ま
す
。

一

①
刈
阪
の
適

期

励

行

一

一
に
施
し
て
追
肥
は
定
相
後
二
週
間
後
下
肥

稲
は
刈
取
の
適
期
が
牧
量
に
大
変
影
響
一
地
区
で
適
す
る
今
年
の
品
種
に
つ
い
て
は

一を
伯
に
水
で
ウ
ス
メ
て
坪
ニ

C
匁
其
の
笹

す
る
か
ら
出
来
る
限
り
適
期
刈
取
り
励
行

一成
績
が
出
ま
せ
ん
の
で
後
日
時
上
げ
ま
す
一下
肥
を
ウ
ス
メ
た
も
の
を
ご
週
間
位
あ
て

の

こ

主

で

す

。

・

一

反
当
り
種
子
ヨ
牙
は
爪
附
し
て
下
さ
い

一世
い
て
十
月
上
旬
ま
で
施
し
て
下
さ
い
。

刈
取
泊
期
は
籾
や
穂
艇
が
大
体
黄
色
に
一出
来
れ
ば
自
家
探
照
を
し
て
良
い
種
子
を

一押
虫
の
防
除
虫
の
被
害
が
大
き
い
で
す

変
じ
、
苓
葉
が
多
少
賀
変
し
た
と
き
で
穂
確
保
し
て
下
さ
い
。

一
か
ら
D
・D
－T
粉
剤
を
撒
く
こ
と
で
す
ね

首
が
ま
だ
生
気
安
帯
び
、
下
位
の
粒
が
氏
口
川
一
聞
の
特
性
－
z
w
Nし
州
期
斉
一
で
紙
一
五
殺
の
栽

ι

で
割
れ
る
程
度
で
あ
る
。

f
病
の
も
の
を
制
早
闘
に
も
μ
杭
し
て
醗
子
に

↑

住
民
行
進
の
た
め
に
も
、
特
産
化
出
来

品
師
、
栽
培
法
に
依
り
異
な
る
も
大
休

一す

る

こ

と

。

－

一
る
王
G
J
t

作
り
ま
せ
ら
。
坪
当
り
六
〆
は

次
の
標
準
で
刈
取
っ
て
良
い
。

一

平
生
一
閣
は
…
川
間
り
時
一
位
干
す
る
こ
と
が

一
と
も

uur、
一
メ
一
手
円
で
も
坪
百
八
十

早
生
極
出
穂
後
三
五

2
四

O
日

一大
切
で
あ
る

ιゲ
必
ず
管
の
千
歯
稲
一
円
叶
十
跡
の
稲
も
増
牧
で
す
。

中
生
揮

ρ

四
O
B

一
こ
き
で
し
て
下
さ
レ
。

一

玉
忽
百
一
昨
作
る
に
は
穂
子
一
合
準
備
し

脱
主
憧

P

四
O
H
t四
五
日
一
麦
の
種
子
消
毒

一
て
下
さ
い
坪
当
り
一
一
一
勺
蒔

①
脱
頼
回
の
管
理

一
麦
を
栽
培
さ
れ
る
方
は
必
ず
種
子
消
毒
を
一
播
種
適
期
九
月
五
日

t
七
日

ir
－－
R
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管持雌均をに新 し、に
もの守上発内生八まよ足
今問、げし務活代でつ利

〈〉……ー・0もつ冠らて大運将言て導
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：活： t:. ft: 、大す大のるは定
と｛主時きる正改。かめ
との聞く ~III 八革 っこ運 竺の収令年で竺れ

ヅ な内ザーり 特つ 動はが ケ直行i
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：動：ル、なに 月わ住効しをU n間にが
や似る岐（以壁ス意来こ発 C川の効全
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! t ；ルぽ すた残カどね関等し作こと闘はな
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ひさあ

私
述
の
生
活
を
見
る
と
誠
に
不
合
加
が
一
等
は
使
つ
ぼ
に
全
国
に
描
布
す
る
よ
り
も

多
く
説
し
も
そ
の
改
善
の
必
要
を
痛
感
す

一位
つ
ぼ
の
内
壁
に
そ
っ
て
撒
布
し
て
置
く

る
の
で
あ
る
が
、
長
年
の
運
動
に
も
か
L

一
と
中
央
で
ウ
ジ
が
発
生
し
て
い
て
も
サ
ナ

わ
ら
ず
効
果
が
上
ら
な
い
．
も
と
／
＼
習

一
ギ
に
な
る
為
め
に
内
壁
を
這
い
上
ろ
う
と

慣
化
し
た
毎
日
の
生
活
を
人
々
の
良
識
や

一し
て
壁
の
と
こ
ろ
に
来
て
薬
剤
に
ふ
れ
て

努
力
に
よ
っ
て
改
苦
し
よ
う
と
す
る
の
だ

一死
滅
す
る
か
ら
中
央
に
撒
布
し
た
も
の
よ

か
ら
困
難
で
あ
る
。

一り
三
倍
ぐ
ら
い
の
効
果
が
あ
る
。

今
度
の
新
生
活
運
動
も
六
百
年
前
の
も

一

こ
の
よ
う
に
薬
剤
の
使
用
に
つ
い
て
も

の
と
基
本
的
に
は
変
り
が
な
い
が
、
蚊
と

一細
心
の
注
意
を
は
ら
へ
ば
質
問
も
ぐ
っ
と

蝿
の
い
な
い
生
活
を
織
り
込
ん
で
い
る
こ

一軽
減
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
は
目
新
ら
し
く
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る

一

こ
う
し
て
僅
か
な
経
費
で
肢
と
聞
の
い

夏
の
生
活
を
憂
う
つ
に
す
る
蚊
や
醐
は

－な
い
す
が
ん
＼
し
い
夏
を
泊
ご
す
こ
と
は

発
生
加
で
あ
る
下
水
瀞
や
使
つ
ぼ
等
の
処
新
生
活
迎
動
の
中
の
大
ぎ
な
役
割
り
を
柴

田
に
よ
っ
て
七
O
%ま
で
駆
除
出
来
る
が
『す
も
の
で
あ
る
か
ら
理
く
つ
ぬ
き
に
し
て

最
終
的
に
は
薬
剤
に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
一
実
行
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
F
）

v
f薬
剤
に
は
速
効
性
の
も
の
と
遅
効
性
一

aも
の
と
が
あ
り
、
ピ
レ
ト
リ
ン
ハ
除
虫

一

目
！
は
直
ち
に
効
果
が
為
る
が
、
局
↑
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生

諜
）

て
間
突
、
煙
道
の
工
事
施
行
に
つ
い
て
は
火

災
予
防
上
、
左
記
の
嬰
慌
に
よ
り
、
実
施

下
さ
る
線
御
闘
い
し
ま
す
。

一
、
館
山
〈先
端
部
の
屋
根
耐
か
ら
、
突

出
す
る
・
長
さ
。

①
瓦
葺
屋
根
で
瓦
下
に
、
土
を
置
い

て
あ
る
と
き
。

（
一
同
根
凶
か
ら
六

O
担
以
上
の
ば

す）

①
瓦
葺
屋
川
択
で
、
瓦
下
が
板
葺
等
の

場
合
。

（
匝
根
而
か
ら
水
平
距
離
一
米
の

点
か
ら
六

O
塩
以
上
の
ば
す
〉

①
煙
突
の
先
端
か
ら
、
水
平
距
離
一

米
以
内
に
建
物
が
あ
り
、
建
物
に

軒
が
あ
る
と
き
は
、
軒
か
ら
六

O

糎
以
上
の
ば
す
。

①
煙
突
の
先
端
は
、
窓
そ
の
他
の
開

口
部
か
ら
、
三
米
以
上
は
な
す
。

①
似
葺
、
か
や
葺
険
制
供
等
の
場
合
は

防
火
上
充
分
距
離
、
間
隔
を
と
る

』
」
レ
」

0

ご
、
金
属
、
叉
は
、
石
綿
製
煙
車
ハ
は
、

木
材
そ
の
他
の
可
燃
材
料
か
ら
、

十
五
糎
以
上
離
し
て
設
け
る
こ
と

いつ事施行にの工突煙道煙

五
、
睦
体
、
天
井
及
び
屋
根
の
貰
通
部
又
は
、
そ

の
附
近
若
し
く
は
露
出
し
な
い
部
分
で
煙
突

を
つ
が
な
い
こ
之
。

四

う料の~いねはす桜井壁可な組ら可る以ーどは等四多ス
こで不属、石、るを及体燃す以四燃部内、か、のか諜ト
とお燃以叉をめ場貫ひ．、性こ上十物分に八らか煙ま「目 1
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に
な
ら
な
い
。

一
い
こ
と
。

⑦
筒
の
泊
ら
な
い
お
金
や
、
品
物
を
貰
わ

一

①
道
路
を
縦
断
す
る
と
き
は
左
右
を
見

な
い
。

一
て
か
、
h
厄
角
に
通
り
斜
に
横
断
し
な
い
こ

＠
投
誤
依
剰
の
た
め
、
戸
別
訪
問
は
で
き

一
と。

な
い
。

．

一

①
電
取
や
自
動
取
の
直
前
直
後
を
間
断

①
立
候
補
前
は
、
名
刺
、
文
書
等
の
配
布

－
し
な
い
こ
と
。

は
一
切
で
き
な
い
。

一

①
道
路
上
で
の
遊
び
は
事
故
の
も
と
で

仰
街
顕
演
説
は
午
後
九
時
よ
り
翌
朝
六
時

一す
か
ら
絶
対
さ
せ
な
い
こ
と
。

ま
で
で
き
な
レ
。

一

①
玄
関
や
狭
い
道
路
等
か
ら
大
通
り
へ

口
開
演
説
会
場
以
外
で
連
呼
行
為
は
で
き
な

一
急
に
飛
び
出
す
こ
と
は
最
も
危
険
で
す
か

ぃ。

一
ら
左
右
を
よ
く
見
て
か
ら
出
る
こ
と
。

＠
選
挙
に
関
し
て
他
人
の
自
由
を
防
害
で

一
四
、
一
般
的
に
守
る
べ
き
こ
と
。

き
な
い
。

一

①
道
路
上
に
品
物
を
置
い
た
り
道
路
で

①
若
し
不
審
の
点
を
聞
い
た
り
見
た
り
し

一作
業
を
す
る
こ
と
は
交
通
の
肪
害
と
な
り

た
場
合
は
、
公
明
選
挙
・
を
期
す
る
た
め

』危
険
で
す
か
ら
や
め
る
こ
と
。

警
祭
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

一

①
海
水
浴
や
花
火
大
会
等
に
行
く
為
貨

物
自
動
車
に
乗
せ
て
貰
っ
た
り
す
る
こ
と

は
帳
我
の
も
と
で
す
か
ら
や
め
る
こ
と
。

朝
日
町
の
人
口
動
態

¥6) 

知
事
選
拳
は
来
る
九
月
二
十
五
日
に
行

わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
選
挙
に
も
必
ず
と
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
、
金
銭
．
ゃ
、
物
に
よ
っ
て

此
い
慨
利
が
左
・ち
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
、
お
u
t
い
が
、
政
治
に
対
す
る
関
心

が
う
す
ご
｛
｛
（
｛
｛
｛
）
戸
や
違
反
を

か
ら
で
は
γ

監

’

こ

山
犯
し
て
当

な
い
で
し

（

十
一十

ん
選
し
よ
う

ょ
う
か
。

一

．

ま

珂

一

之
す
る
行

今
度
の

【

事

l

E
ん
い
を
お
互

知
事
選
挙

一

）

の
力
で
な

こ

そ

、

不

一

知

公

一

〈

し

、

清

正
な
方
法

r
j
E
t｛
t
t（
－
〈
正
し
い

選
挙
を
行
う
七
め
、
次
の
こ
と
に
山
ぷ
し

ま
し
ょ
う
。

＠
情
実
に
と
ら
わ
れ
ず
、
か
る
が
る
し
い

行
い
を
慎
む
。

＠
理
由
の
よ
（
判
ら
な
い
酒
食
を
御
馳
走

入

善

警

察

署

〉

先
日
富
山
大
橋
か
ら
方
向
指
示
器
等
の
点
検
を
必
ず
行
う
こ
と

、通’
A
V
・
落
ち
た
新
中
作
品
を
繋
せ
ぬ
常
に
道
路
の
状
態
、
交
通
状
況
に
注

崎
川
L
仁

歯

た
パ
ス
の
事
故
の
原
因
意
し
安
全
速
度
で
運
転
す
る
こ
と
。

d
E
U
MZ
は
何
で
し
ょ
う
か
パ
ス
⑦
徐
行
指
定
場
所
に
於
け
る
徐
行
を
励

－E
E層
の

運
転
者
の
百
任
も
あ
行
す
る
こ
と
。

a，
手
る
で
し
ょ
う
が
前
か
ら
⑦
追
越
の
さ
い
に
お
け
る
安
全
確
認
を

司

E

－
飛
び
出
し
た
自
転
車
部
内
励
行
す
る
こ
と
。

り
の
責
任
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
子
供
が

二
、
自
転
車
乗
車
上
の
怜
意
事
項
。

小
路
か
ら
飛
び
出
し
た
り
、
フ
ラ
フ
ラ
自
①
自
転
車
の
左
側
一
列
通
行
を
励
行
す

転
市
中
を
泣
け
る
た
め
に
起
る
事
故
が
大
変
る
こ
と
。

夏

と

交

通

安

全

入

善

欝

察

第

一

v

タ

い

の

で

す

。

①

刊
紙
以
の
二
人
採
り
蜘
…
慌
火
は
交
通

一
人
の
不
杭
芯
が
沢
山
の
人
に
述
惑
を
市
中
故
の
川
町
囚
で
す
か
ら
や
め
る
こ
と
。

か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
ず
か
ら
お
任
い
に

句
版
助
機
付
・
け
転
車
は
あ
ま
り
ス
ピ
l

次
の
こ
と
な
守
り
、
交
通
務
般
を
な
く
し
ド
宏
川
さ
な
い
こ
と
。

ま
し
ょ
う
。

①
自
助
川
引
を
よ
け
た
場
合
、
叉
あ
λ
か

て
自
動
耶
巡
転
者
の
守
る
べ
き
こ
と
。

ら
自
動
取
が
来
な
レ
か
を
よ
く
見
る
と
と

①
道
路
摘
断
中
の
歩
行
者
に
対
し
て
は
三
、
歩
行
者
の
守
る
べ
き
こ
と
。

速
皮
を
訴
し
安
全
運
転
を
励
行
す
る
こ
と
の
道
路
は
必
ず
右
側
を
歩
き
歩
前
中
道
の

①
逆
転
出
発
前
に
山
間
一縦
装
位
、
制
動
筑
区
別
あ
る
泊
路
で
は
車
道
に
出
な
い
こ
と

置
、
定
行
装
置
、
緩
樹
装
也
、
照
明
装
置
①
道
路
を
大
勢
で
棋
に
並
ん
で
歩
か
な

一
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作
子

森野
川村

弘ヂト

西
国
野
中
金
森
消
氷
山
崎
本
田
美
智
子

＠
死
亡
の
部

泊寺

田

勝

美

藤

井

ふ

み

佐

渡

そ

め

境広

川

秀

治

宮
崎
長
井
隆
一

笹
川
勝

田

忠

平

五
箇
庄

小

島

昇

沢

田

ト

キ

数

家

花

子

柳

原

敏

子

商
保
北

山

ふ

じ

大
家
庄

野
村
栄
次
郎

野
中
大

割

て

い

山
崎
七

沢

久

蔵

青

島

博

志

安
達
栄
次
郎

宿哲
開郎

消
水
志
津
子

鍋川
島漸

都
逃子

井
口
与
次
郎

平

坂

敬

蔵

加
藤

ち
ょ

長
弁

正
行

河
村
な
つ
ゑ

広
田
小
次
郎

士門
江

つ

や

森
木

正
洋

稲
垣
源
次
郎

上水
市野

佐和
之子

若
人
よ
自
衛
隊
ヘ
グ

昭
和
三
十

一
年
度
第
三
次

隙
上
海

上

自

術

宵

募

集

航
空

応
引
け
か
資
栴

昭
和
六
年
十

一
月
二
日
か
ら
昭
和
十
三

年
十
一
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
で

新
制
中
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
心

身
健
全
な
者
。

待
遇被
服
、
食
事
支
給
、
砂
川
内
〈
艦
内
〉
居

住。最初
は
一
7
等
陸
、
瓶
、
空
士
と
し
て
採

用
〈
月
制
約
六
、

0
0
0円
〉
す
る
が

順
次
昇
進
で
き
る
。

受
付
期
間

六
月
十
六
日
ハ
土
〉
か
ら

八
月
三
十
－
日
（
金
〉
を
で

志
願
手
続

志
願
案
内
を
見
た
上
で
役
場
叉
は
支
所

に
申
込
む
と
と
。
志
顕
案
内
、
志
願
票

は
役
場
、
支
所
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
は
総
務
課
え
閉
会
せ
下
さ
い
。

…
暑
中
御
見
舞
申
上
げ
ま
す．一

昭
和
三
十

一
年

際
夏

H
H

あ
さ
ひ
μ
編
集
委
員
会

七
月
十
六
、
十
七
の
豪
雨
の

為
、
北
陸
道
の
動
脈
、
笹
川
橋

東
詰
の
流
出
で
、
新
国
道
八
号

線
に
無
理
な
交
通
が
た
与
っ
て

二
十
五
日
午
前
九
時
三
十
分
、

永
久
橋
西
詰
の
国
道
海
岸
が
ほ

5
か
い
、
一
し
ゅ
ん
に
し
て
五

名
の
死
者
と
六
名
の
重
軽
傷
者
を
出
す
大

惨
事
が
起
き
た
。
こ
与
に
語
ん
で
弔
意
と

御
見
獅
の
柄
を
市
上
げ
ま
す
・

燃
し
此
の
大
惨
事
の
原
因
の
一
つ
に
県

及
町
当
防
の
政
治
的
賓
閑
を
日
比
逃
し
て
は

な
ら
な
い
。
唯

一
本
の
北
陸
道
が
中
絶
さ

れ
、
最
近
と
み
に
ふ
え
た
大
型
自
動
車
そ

の
他
の
交
通
を
遮
断
し
て
お
き
な
が
ら
一

向
に
復
旧
の
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

大
き
な
ミ
ス
が
あ
る
。

新
盆
を
迎
え
ら
れ
た
遺
族
の
心
中
察
し

て
あ
ま
り
あ
り
。

E聖霊彊


